
５

　

「
緊
急
雇
用
創
出
基
金
事

業
」
の
実
績
と
成
果
及
び
今
後

の
雇
用
対
策
に
つ
い
て

　

「
緊
急
雇
用
創
出
基
金
事

業
」
の
実
績
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

平
成
21
年
度
か
ら
平
成
23
年
度
ま
で

の
３
年
間
の
実
施
事
業
を
合
計
し
ま

す
と
、
30
事
業
、
事
業
費
２
億
４
３

９
５
万
４
４
５
５
円
、
雇
用
人
数
２

８
４
人
、
新
規
雇
用
人
数
２
４
５
人

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
成
果
と
い
た
し

ま
し
て
は
、
財
政
状
況
の
厳
し
い
中
、

自
治
体
単
独
で
は
実
施
が
困
難
な
各

種
の
事
業
を
実
施
し
、
失
業
者
の
雇

用
機
会
の
創
出
が
で
き
た
こ
と
は
、

大
き
な
成
果
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
の
雇
用
対
策
に
つ
い
て
で
ご

ざ
い
ま
す
が
、
厳
し
い
雇
用
状
況
が

続
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
こ
と
か

ら
、
「
緊
急
雇
用
創
出
基
金
事
業
」

及
び
「
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
基
金
事

業
」
の
活
用
を
は
じ
め
、
就
労
支
援

事
業
の
実
施
等
、
埼
玉
県
や
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
草
加
、
八
潮
市
商
工
会
等
と

の
連
携
に
よ
り
、
引
き
続
き
積
極
的

に
雇
用
対
策
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
存

じ
ま
す
。

QＡ

一般質問から

７
番
　
宇
田
川
　
幸
夫

雇
用
対
策
に
つ
い
て

　

浮
塚
・
大
曽
根
地
区
に
は
市

の
公
共
施
設
的
な
も
の
は
、
残

念
な
が
ら
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
両
地

区
に
は
約
１
万
人
前
後
の
市
民
の
方

が
住
ん
で
お
り
、
公
共
施
設
の
設
置

が
必
要
で
は
な
い
か
と
市
民
の
方
の

声
を
多
く
聞
き
ま
す
。
市
の
考
え
方

を
伺
い
ま
す
。

　

南
部
西
地
区
に
は
、
こ
れ
ま

で
に
大
曽
根
保
育
所
以
外
に
公

共
施
設
は
な
く
、
図
書
館
等
の
建
設

を
求
め
る
声
を
市
民
の
声
ボ
ッ
ク
ス

等
を
通
じ
て
市
民
の
皆
様
か
ら
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

八
潮
市
第
４
次
総
合
計
画
で
は
、

「
八
潮
南
ラ
ン
プ
に
近
接
す
る
交
通

利
便
性
を
活
か
し
、
新
し
い
産
業
業

務
や
文
化
機
能
の
複
合
的
な
導
入
を

図
る
」
と
し
て
西
部
拠
点
が
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

西
部
拠
点
構
想
に
伴
う
公
共
施
設

整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
社
会
情
勢

な
ど
の
動
向
を
見
き
わ
め
な
が
ら
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

QＡ

６
番
　
大
山
　
安
司

南
部
西
地
区
に
公
共
施
設
を

設
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　

市
の
除
染
対
策
が
す
す
ん
で

い
ま
す
が
、
今
後
、
通
学
路
や

ミ
ニ
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
の
対
策
を
ど

の
よ
う
に
検
討
し
て
い
ま
す
か
。

　

文
部
科
学
省
に
お
い
て
、
航

空
機
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
の
結

果
を
踏
ま
え
、
引
き
続
き
、
事
故
の

全
体
像
の
把
握
や
基
礎
情
報
を
収
集

す
る
た
め
、
車
両
に
よ
る
主
要
道
路

の
空
間
放
射
線
量
の
測
定
を
実
施
す

る
予
定
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の

調
査
結
果
を
注
視
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
小
中
学
校
や
市
内
の
公
共

施
設
等
の
空
間
放
射
線
量
が
高
い
箇

所
に
つ
い
て
は
、
測
定
結
果
を
踏
ま

え
、
随
時
、
除
染
を
実
施
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

QＡ

９
番
　
池
谷
　
和
代

放
射
能
汚
染
対
策
に
つ
い
て

　

三
郷
市
の
救
急
車
が
八
潮
市

内
で
救
急
活
動
を
行
っ
て
い
る

現
場
を
目
撃
し
ま
し
た
。
他
市
と
の

連
携
や
、
そ
の
他
救
急
現
場
の
現
状

に
つ
い
て

　

本
市
に
は
３
台
の
救
急
車
が

あ
り
ま
す
。
出
動
が
重
な
っ
た

時
に
は
、
「
相
互
応
援
」
と
し
て
、

三
郷
・
草
加
・
東
京
消
防
庁
と
協
定

を
締
結
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
状
況
に
よ
っ
て
は
、
消
防

車
と
連
携
し
て
出
動
も
し
ま
す
。

　

平
成
22
年
は
、
救
急
要
請
で
３
４

２
４
件
、
１
日
平
均
９
・
38
件
出
動

し
ま
し
た
。

QＡ

19
番
　
森
下
　
純
三

救
急
出
動
の
現
状
に
つ
い
て

　

①
来
年
度
の
収
入
見
込
み
額

と
重
点
施
策
を
伺
う
②
４
次
総

で
は
21
年
か
ら
27
年
で
約
２
０
７
億

円
不
足
と
あ
る
。
直
近
の
見
通
し
は

③
重
点
施
策
が
抽
象
的
で
あ
い
ま
い

だ
。
具
体
的
に
挙
げ
る
べ
き
で
は
④

そ
の
際
は
市
民
意
識
調
査
を
重
要
視

す
べ
き
だ
。
市
民
の
ニ
ー
ズ
だ
。
毎

年
、
繰
越
明
許
費
が
あ
る
。
予
算
が

つ
い
た
が
工
事
が
で
き
な
い
こ
と
だ

が
、
人
件
費
は
出
て
い
る
。
生
産
性

ゼ
ロ
だ
。
前
年
に
設
計
を
行
え
ば
完

了
す
る
。
意
識
を
変
え
る
こ
と
が
必

要
で
は
な
い
か

　

①
現
時
点
で
は
総
務
省
か
ら

地
方
財
政
対
策
が
示
さ
れ
て
い

な
い
が
、
前
年
度
と
同
額
程
度
を
見

込
ん
で
い
る
。
重
点
施
策
で
は
⑴
都

市
の
品
格
⑵
市
民
の
品
格
⑶
都
市
の

活
力
⑷
市
民
の
活
力
②
あ
く
ま
で
参

考
計
画
で
あ
り
、
こ
れ
に
基
づ
い
て

実
施
計
画
を
つ
く
る
の
で
数
字
は
変

わ
ら
な
い
③
駅
南
口
公
園
整
備
・
防

災
街
づ
く
り
推
進
・
子
育
て
支
援
充

実
④
や
む
を
得
な
い
事
情
で
繰
越
し

し
て
い
る
が
、
ご
指
摘
の
点
を
踏
ま

え
極
力
発
生
し
な
い
よ
う
に
し
た
い

QＡ

５
番
　
大
久
保
　
龍
雄

予
算
編
成
に
つ
い
て

　

赤
ち
ゃ
ん
の
便
の
色
か
ら
難

病
の
胆
道
閉
鎖
症
を
早
期
発
見

で
き
る
「
便
色
調
カ
ラ
ー
カ
ー
ド
」

を
母
子
健
康
手
帳
に
添
付
す
る
こ
と

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

「
便
色
調
カ
ラ
ー
カ
ー
ド
」

は
、
カ
ー
ド
に
７
種
類
の
赤
ち

ゃ
ん
の
便
の
色
が
印
刷
さ
れ
た
も
の

で
、
保
護
者
の
方
が
簡
易
に
お
子
さ

ん
の
便
の
色
を
参
照
で
き
る
も
の
で

す
。

　

厚
生
労
働
省
の
難
治
性
疾
患
克
服

研
究
班
で
は
、
胆
道
閉
鎖
症
の
早
期

発
見
の
補
助
手
段
と
し
て
、
こ
の
カ

ー
ド
を
母
子
健
康
手
帳
と
一
体
的
に

利
用
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
の
報

告
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
市
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

「
便
色
調
カ
ラ
ー
カ
ー
ド｣

を
導
入
し

た
新
様
式
の
母
子
健
康
手
帳
の
購
入

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
妊
娠
届
出

時
に
お
い
て
、
カ
ー
ド
の
使
用
方
法

を
十
分
説
明
し
た
上
で
、
母
子
健
康

手
帳
の
交
付
を
行
い
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

QＡ

12
番
　
戸
川
　
須
美
子

保
健
衛
生
に
つ
い
て

やしお市議会だより


